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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
本
と
東
ア
ジ
ア
の
〈
仏
伝
文
学
〉
と
天
竺
世
界
」
小
　
峯
　
和
　
明
　
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、二
〇
一
二
～
二
〇
一
四
年
度
・
科
学
研
究
費
基
盤
研
究︵
Ｂ
︶
「
19
世
紀
以
前
の
日
本
と
東
ア
ジ
ア
の
〈
仏
伝
文
学
〉
を
め
ぐ
る
総
合
的
比
較
研
究
」
︵
課
題
番
号24320051 
代
表
・
小
峯
和
明
︶
の
ま
と
め
と
し
て
、
立
教
大
学
日
本
学
研
究
所
主
催
、
立
教
大
学
文
学
部
文
学
科
日
本
文
学
専
修
・
立
教
大
学
日
本
文
学
会
共
催
の
形
で
、
二
〇
一
四
年
七
月
二
十
六
日
に
立
教
大
学
で
開
催
さ
れ
た
。
三
人
の
基
調
講
演
、
第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
中
国
」、
第
二
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
韓
国
」、
第
三
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
ベ
ト
ナ
ム
、
日
本
」
と
い
う
構
成
で
、
研
究
対
象
に
あ
わ
せ
て
発
表
メ
ン
バ
ー
及
び
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
も
中
国
、
台
湾
、
韓
国
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
招
待
者
も
交
え
た
文
字
通
り
東
ア
ジ
ア
に
及
ぶ
刺
激
的
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
っ
た
。
　
〈
仏
伝
文
学
〉
と
は
、
私
に
定
義
づ
け
た
も
の
で
、
釈
迦
の
生
涯
の
伝
記
や
説
話
、
物
語
に
と
ど
ま
ら
ず
、
釈
迦
の
前
世
の
説
話
で
あ
る
本
生
譚
︵
ジ
ャ
ー
タ
カ
︶
を
は
じ
め
、
阿
難
や
目
連
な
ど
の
仏
弟
子
譚
、
涅
槃
後
の
舎
利
譚
、
さ
ら
に
は
そ
の
背
景
を
か
た
ど
る
天
竺
神
話
や
天
竺
譚
の
数
々
を
も
ひ
ろ
く
対
象
に
す
る
概
念
で
あ
る
。
日
本
で
は
古
代
を
中
心
に
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
が
、
中
世
か
ら
近
世
、
近
現
代
に
至
る
ま
で
通
時
代
に
再
生
産
さ
れ
続
け
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
部
の
個
別
研
究
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
全
体
を
包
括
的
、
体
系
的
に
と
ら
え
る
研
究
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
こ
れ
を
さ
ら
に
漢
字
漢
文
文
化
の
共
有
圏
に
あ
る
中
国
、
朝
鮮
半
島
及
び
ベ
ト
ナ
ム
ま
で
視
野
に
入
れ
て
と
ら
え
、
あ
わ
せ
て
文
字
文
芸
の
み
な
ら
ず
、
絵
画
や
造
形
な
ど
も
交
え
た
メ
デ
ィ
ア
・
ミ
ッ
ク
ス
の
視
座
か
ら
多
面
的
、
多
角
的
に
検
証
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
基
調
講
演
で
は
、
特
に
日
本
の
近
世
及
び
近
代
の
〈
仏
伝
文
学
〉
へ
の
ひ
ろ
が
り
の
提
言
、サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
と
漢
訳
仏
典
を
め
ぐ
る
翻
訳
の
位
相
、〈
仏
伝
文
学
〉
と
東
ア
ジ
ア
の
キ
リ
シ
タ
ン
文
学
と
の
関
連
な
ど
に
問
題
が
ひ
ろ
が
っ
た
。
　
第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
国
に
関
し
て
は
、唐
の
﹃
釈
迦
如
来
成
道
記
﹄
と
明
の
﹃
釈
氏
源
流
﹄
と
が
焦
点
に
な
り
、
北
京
を
中
心
に
す
る
東
ア
ジ
ア
古
典
研
究
会
で
﹃
釈
氏
源
流
﹄
を
輪
読
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
を
主
と
す
る
報
告
が
基
調
と
な
っ
た
。
第
二
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
韓
国
の
場
合
は
、高
麗
時
代
と
朝
鮮
時
代
に
そ
れ
ぞ
れ
あ
ら
た
な〈
仏
伝
文
学
〉
が
作
ら
れ
、
漢
訳
仏
典
や
説
話
集
、
朝
鮮
文
学
な
ど
と
の
関
連
が
問
題
と
な
っ
た
。
第
三
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
ベ
ト
ナ
ム
に
関
し
て
は
、
ベ
ト
ナ
ム
古
典
の
代
表
と
も
い
え
る
﹃
嶺
南
摭
怪
﹄
に
み
る
神
話
的
な
話
題
を
例
に
し
た
り
、
あ
ら
た
に
発
見
さ
れ
た﹃
釈
迦
如
来
応
現
図
﹄の
刊
本
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
日
本
に
つ
い
て
は
、﹃
釈
迦
の
本
地
﹄
や
幸
若
舞
曲
と
仏
伝
と
の
か
か
わ
り
、
近
世
、
近
代
の
仏
伝
に
ま
で
ひ
ろ
が
る
問
題
群
が
展
開
さ
れ
た
。
　
各
研
究
発
表
に
対
し
て
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
が
つ
き
、
個
々
の
問
題
を
さ
ら
に
対
象
化
し
、
あ
ら
た
な
面
に
ひ
ろ
げ
て
い
く
役
割
を
は
た
し
、
今
後
の
展
望
が
拓
か
れ
た
と
い
え
る
。
　
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
も
と
に
、
科
研
の
成
果
と
し
て
、
他
の
メ
ン
バ
ー
を
も
交
え
て
勉
誠
出
版
か
ら
同
題
の
論
文
集
を
公
刊
す
る
予
定
で
あ
る
。
　
な
お
、
本
科
研
の
分
担
者
で
あ
り
、
第
二
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
を
予
定
し
て
い
た
増
尾
伸
一
郎
氏
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
前
日
に
急
逝
さ
れ
、
そ
の
知
ら
せ
が
劈
頭
に
も
た
ら
さ
れ
、
会
場
は
愁
嘆
の
場
と
も
な
っ
た
。
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
た
い
と
思
う
。
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
に
あ
た
っ
て
、
立
教
大
学
日
本
学
研
究
所
関
連
の
先
生
方
や
院
生
達
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
御
礼
申
し
上
げ
る
。 
︵
本
学
名
誉
教
授
︶　
